
令和６年度 第３回 学校運営協議会 会議録 （要点記録） 

 

１  開催日時            令和６年７月２４日（水） ９時～１１時まで 

２  開催場所            大平台小学校 会議室 なかよしホール 

３  出席委員            井嶋 吉廣、斉藤 良夫、内藤 明子、シム キュマン、田中 基生 

                     稲葉 大輔、山内 あけみ、幅 あけみ、伊藤 真弓 

４  オブザーバー          竹中 良輔（入野協働センター） 

５  学校支援コーディネーター  荻 哲也、今明 真理 

６  学   校            戸嶋 秀樹（校長）、大澤 真一郎（教頭）、竹内 由里子（教務主任） 

７  教育委員会           鈴木 陽子（教育総務課） 

８  傍 聴 者            なし 

９  会議録作成者          ＣＳディレクター 尾白 栄子 

10  議長の選出 

  司会から議長の選出について委員に意見を求めたところ、内藤委員を推挙する旨の発言があり、 

  全員意義なくこれを承認した。 

１１ 熟 議 

◎２学期以降の教育活動の改善について 

  〇知の部 

   ・キャリア教育の年間計画を活用し、意識付けの声掛けをすることやキャリア教育マグネットを活用する。 

   ・振り返りを充実させるために、視点を決めて、教師が価値付けをする。 

   ・研究指定校として「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」について研修を進めてきた。 

今後も様々な場面で協働的な場面を設定し、『かかわろう（人間関係・社会形成能力）』につなげる。 

  〇心の部 

   ・子供たちがみんなで関わりながら、考えて問題を解決する経験し、振り返る。めあて（できていること・ 

    できていないこと・困っていること）に向かって、話し合い、解決する⇒新たな課題や目標を設定し、話し合い、 

    解決する・・といったサイクルを繰り返す経験をする。 

   ・今の活動が何につながっているかを価値づける。…『つなげよう』 

   ・縦割り活動の充実と外国人担当からの外国人理解教育の実施 

  〇体の部 

   ・保健、安全、防犯について、目標を設定し、振り返り充実させる。…『みつけよう（課題解決能力）』 

   ・取り組みを繰り返し、新たな目標を設定して、継続的なサイクルを促す。 

 ◎感 想 

   ・先生方が細やかな気遣いをして、真摯に授業をしていて、大平台の住民としてとてもうれしく思う。 

「みつめよう」が低いのが気になる。先生方が明るく、自信をもって、謙遜せずに自身の評価を上げてほしい。   

（伊藤委員） 

   ・先生方が普段からいろいろな角度から話し合われていると感じた。１クラスの人数を減らすことで先生に 

    余裕が持てると思う。先生方には、本当にありがたく思う。                       （田中委員） 

   



 ・１人の担任が２０人以上の生徒の面倒をみることはとても大変と思う。いつも子供たちがよりよくなるために 

ミーティングをしてくれていると感じた。今日より明日がよりよく、今年より来年がよりよくなるよう、日々活動を 

    続けることで学校も地域もよりステップアップしていくと思う。                     （シム委員） 

   ・自治会として防犯や交通安全について、学校と関わりを持って、情報共有をしたい。先生方が一生懸命に 

取り組まれていて、とても感謝する。                                    （井嶋委員） 

    ・公園などに防犯カメラがないので、今後考えたい。先生方がとても頑張っている。より顔を上げて、自分の 

考えや意見をぶつけて、威厳をもってほしいと思う。                          （斉藤委員） 

   ・先生方の子供たちに対する熱意をとても感じた。先生はとても大変なことも多くあると思うので、心のケアも 

大切にしてほしいと思う。                                           （幅委員） 

   ・結果だけではなく、続けていくことが目標になるといいと思う。小学校の時にスポーツや勉強、食事に苦手 

意識を持ち、嫌いにならないでほしい。苦手だった野菜を学校で育てて、給食のメニューにでると食べら 

れるようになることもある。                                          （シム委員） 

   ・自分の子供の頃は絶対評価だったが、今は子供の頑張ったことや努力を評価する時代と感じた。 

子供たちの自己肯定感を高める環境作りが大切と思う。                        （竹中さん） 

   ・今の時代の子供たちは、与えられることに慣れていて、きまりや規制が多い。また、情報過多で行動範囲も 

限られる。先生方は、とても頑張っていて、自信をもってほしい。子供はほめられることで自分を認められると 

感じるので、表面的ではない関わりをもってほしい。                           （伊藤委員） 

   ・「みつめよう」は、重要なポイントで、自分に時間がないと次に進めない。気づきがどれだけあるか、小学校 

の時から、わからないことに探求心をもてるように時間をとることが大切と思う。           （稲葉委員） 

・先生方はとても一生懸命で、これからどう協力できるか考えたい。                   （山内委員） 

・教室内の席が近すぎて、先生の声が聞こえづらいと前回も感じた。1 クラスの生徒数も多く、手のかかる子供     

 も多くいるので、先生の人数が足りないといつも思う。先生と PTA や保護者と話す機会があってもいいと思う。 

                                                            （田中委員） 

・毎回、先生方は真摯に子供たちのことを考えていると思う。いろいろなアイテムやグッズを授業で活用している。 

校長先生をはじめ、担任の先生方にもっとゆとりがあったらと思う。                  （内藤委員） 

 １２ 報 告 

  〇学習ボランティアについて 

   夏休みの勉強会を 7 月２５、２６、２９日と８月２６日９時から１１時で４日間開催予定。 

３～４人のボランティアが参加する。                              （今明コーディネーター） 

  〇屋上庭園について 

   1 学期が終わり、雑草が増えて手入れが行き届いていない。新担当の先生と改善して、学校とボランティアと 

ゆとりをもって、地域との関わりを作っていきたい。２月に環境整備を予定しているが、それ以前から進めたい。 

                                                     （荻コーディネーター） 

〇生活ボランティアについて 

   日々の通常が大変なクラスがあり、ボランティアとして教室に入るとおとなしくなったり、落ち着いたりする様子が 

   みられる。今後もボランティアを募って、教室の見守りをしていく方向で考えたい。          （内藤委員） 

 １３ 連絡事項 

 ・大平台の秋祭りで 6 年生にランタン作りを予定しているので、学校と話を進めていきたい。     （伊藤委員） 



 ・３学期に子供たちが人気の給食メニューを投票して、選挙で決める給食選挙を計画している。ＣＳメンバーが 

給食メニューのからあげ・揚げパン・ハンバーグの良さを演説して選挙活動を行い、子供たちに投票をしてもらう。

選挙で人気のあったメニューが３月の給食で出るイベントを行うことで、子供が選挙に触れる機会を作りたい。

次回のＣＳ会議で提案したい。                                          （幅委員） 

・８月３日佐鳴湖の夏祭りの開催予定があり、７月２４、３１日に盆踊り練習を入野協働センターで予定している。 

３１日は太鼓との合同練習も行う。                                       （竹中さん） 

・１２月１６日は来年度に向けた熟議を行う予定。生活ボランティアについては９月に話し合いの会議を設けたい。 

                                                             （戸嶋校長） 

１４ 次回の議長の選出について 

  司会から次回の議長について伊藤さんを推挙する旨の発言があり、全員意義なくこれを承認した。 

 

今後の日程（予定） 

第 4 回 学校運営協議会   ９月２０日（金）13：30～15：30 

第 5 回 学校運営協議会  １２月１６日（月）10：00～12：00 

第 6 回 学校運営協議会   ２月 ６日（木）10：00～12：00 

 


